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吻
屁
≡
麒

阪田三吉 (

権歴史館提

持ヅ晰町
「二十時間」爾対局料「壱千五百圃

大
阪
で
活
躍
し
た
将
棋
棋
士
の
阪
田
三
吉
が
１
９
３
７
年

（
昭
和
１２
年
）
に
指
し
た

「
南
禅
寺
の
決
戦
」
国
の
際
に
作

ら
れ
た
契
約
書
の
草
稿
が
、
日
本
将
棋
連
盟
関
西
本
部

（
大

阪
市
）
で
見

つ
か

っ
た
。

「
名
人
」
を
自
称
し
、
将
棋
界
を

１０
年
以
上
追
放
さ
れ
て
い
た
阪
田
の
歴
史
的
な
復
帰
戦
で
、

持
ち
時
間
や
対
局
料
を
決
め
る
ま
で
の
舞
台
裏
が
う
か
が
え

る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
　

　

　

　

　

（
西
條
耕

一
）

薇
綺
書
草
稿

大
阪
⑬
釉
見南禅寺の決戦で、対局する阪田 (左)と木村 =「写

真でつづる将棋昭和史 」 (マイナ ビ出版 )か ら

阪
田
は
２５
年
、
関
西
政
財
界

の
有
志
ら
に
推
さ
れ
て
「
名
人
」

を
名
乗

っ
た
た
め
、
将
棋
界
を

追
わ
れ
て
い
た
。
草
稿
は
連
盟

の
前
身
に
あ
た
る
将
棋
大
成
会

（東
京
）
の
幹
事
長
だ

っ
た
木
村

義
雄
八
段
（
後

に
名
人
）
名
義

で
、
主
催
の
読
売
新
聞
社
宛
て

に
作
成
し
た
３６
年
１２
月
１８
日
付

文
書
な
ど
計
７
枚
。
阪
田
が
３７

年
２
月
に
木
村
と
京
都

。
南
禅

寺
で
、
翌
３
月
に
花
田
長
太
郎

八
段
と
同
。天
龍
寺
で
、
そ
れ
ぞ

れ
指
し
た
２
局
と
関
す
る
規
定

や
条
件
な
ど
が
、
２‐
項
目
に
わ

た

っ
て
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
持
ち
時
間
に
つ
い

て
は
コ

一十
時
間
」
、
木
村
、
花
田

ヽ

畢
．麟
ヅ
才
未
斌
晨
た

讚

育

計
呵
た

着
科
守

ル
ー

藪

ぬ

言

ぇ

資

乃

″針

．
悧

ス
爽

黎

孝

漏

「南
禅
寺
の
決
戦
」
の
契
約
草
稿
の
表
紙
。
対
局

者
で
将
棋
大
成
会
幹
事
長
で
も
あ
っ
た
木
村
義
雄

バ

「売
彗
折
罰
土
導
良
部

一
せ
ご
〓
彗
、
二
ヽ
５

の
対
局
料
は
今
の
２
０
０
万
円

以
上
に
あ
た
る
「
就
職
円
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
交
渉
前
と
み
ら

れ
る

阪
田
の
対
局
料
は
１
局

「
壱
千
五
百
園
」
を
上
限
に
想
定

し
、
そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
木
村
、

花
田
も
増
額
す
る
と
あ

っ
た
っ

と
こ
ろ
が
実
際
の
対
局
で
は

持
ち
時
間
が
史
上
最
長
の
各
３０

時
間
つ
現
在
の
最
長
は
名
人
戦

の
９
時
間
だ
。
南
禅
寺
で
は
両

者
１
手
ず
つ
し
か
指
さ
な
い
日

も
あ
り
、
死
力
を
尽
く
し
た
勝

負
は
２
局
と
も
決
着
ま
で
に
７

日
か
か

っ
た
。
後
の
証
言
記
録

に
よ
る
と
、
対
局
料
は
木
村
、

花
田
が
２

・
５
倍
の
各
２
５
０

０
円
。
阪
田
は
２
局
で
今
の
数

千
万
円
に
相
当
す
る
１
万
５
０

０
０
円
だ

っ
た
と
さ
れ
、
草
稿

段
階
の
想
定
か
ら
５
倍
に
膨
ら

ん
だ
。

当
時
、
阪
田
は
盛
り
を
過
ぎ

た
６６
歳
ｏ
木
村
、
花
田
は
３５
年
開

始
の
第
１
期
名
人
戦
リ
ー
グ
で

首
位
と
２
位
を
走

っ
て
お
り
、

勝
敗
は
名
人
戦
の
権
威
に
も
か

か
わ

っ
た
。
連
盟
職
員
で
将
模

史

に
詳

し
い
山

口
恭
徳
さ
ん

（
６３
）
は

「
対
局
時
間
を
最
大
限

に
使
い
、
実
力
勝
負
で
決
着
さ

せ
る
必
要
が
あ

っ
た
は
ず
。
劇

〔υ
〓
員
ヨ
Ｒ
厳
窒
ｒ
一二
Ｌ
ゞ
Ｅ
Ｅ
・ヽ
ヽ
ノヽ雪
ヽ
ョ
嘘

す
る
た
め
、
対
局
料
も
交
渉
過

程
で
増
え
た
の
で
は
」
と
み
る
。

模
界
追
放
の
原
因
と
な

っ
た

阪
田
の
呼
称
を
巡

っ
て
は
、
名

人
を
名
乗
る
前
の

「
八
段
卜
明

記
ス
ル
」
と
し
な
が
ら
、

「
無

段
ヲ
排
テ
対
鳳
ス
ル
場
合
ハ
寿

レ
ニ
テ
裁
理
ナ
シ
」
と
の
記

述
も
。
結
局
、
阪
田
は

「
無
段
」

で
戦
い
、
２
局
と
も
敗
れ
た
。

契
約
書
の
原
本
や
関
係
書
類

は
将
棋
大
成
会
、
読
売
新
聞
社

の
建
物
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
４５
年
５
月
の
東
京

へ
の
空
襲

で
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
、
契
約
書
の
草
稿
は
今
年

１
月
、
資
料
整
理
中
に
確
認
さ

れ
た
。
何
ら
か
の
事
情
で
大
阪

に
運
ば
れ
た
ら
し
い
。

阪
田
は
独
学
で
ト

ッ
プ
級
の

力
を
付
け
た
伝
説
的
模
士
で
、

将
棋

一
筋
の
生
涯
は
「
王
将
」
の

題
名
で
映
画
や
演
歌
な
ど
の
モ

デ
ル
に
な

っ
た
¨

(二五口曖Jと
`共

)

は
木
村
義
雄
八
段
に
９５
手
で
敗
れ
た
も
の
の
、
後
手
番
の
初

手
で
端
歩

（
は
し
ふ
）
を
突
い
た
奇
策
は
語
り
継
が
れ
、
作

家
の
機
田
作
之
助
は
小
説

「
聴
雨
」
で
Λ
前
八
未
踏
の
、
奇

想
天
外
の
手
∨
と
描
写
し
た
。
復
帰
後
、
第
２
期
名
人
リ
ー

グ
に
参
加
し
て
４
位
に
終
わ
り
、　
一
線
を
退
い
た
。

阪
田
の
出
身
地
ほ
あ
り
、
阪
一

ｍ一一構一幸裁砕『に一鸞一

れ
る
獅
子
』
と
呼
ば
れ
た
阪
田


